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 福島第一原発の事故により未だ 15 万人もの人が

避難生活を余儀なくされています。そうした中での

町長の認識を伺います。 

(１) 福島の立地町の悲劇をどう受け止めている

か。収束宣言の撤回を求めるべきではないか。

世界一の安全が確立したと考えますか。 

(２) 女川原発の現状をどうとらえるか。天井クレ

ーン、タービン、燃料集合体の損傷など。 

(３) 立地指針や耐震安全性指針等の見直しは。そ

もそも新規制基準とは。29ｍの防潮堤の着工と

いうが、巨大津波のもとになる巨大地震をどう

想定しているのか。対処療法で女川町民の安全

を守れると考えているか。 

（質問の相手：町長） 

 

 議会と住民の懇談会で真剣な質問が出され、検討

を迫られている課題について、提言しながら町長の

見解を伺う。 

(１) Ａ´地域の自立再建を願う町民が、Ａ地区に

土地を求められないのは不条理だ。国に再検討

を求めるべきだ。 

１ 過酷事故と町長の認

識を伺う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 町民が安心できる復

興計画に 
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(２) 震災前に民間貸家に入居していて、そこで被

災し、現在、仮設住宅に入居しているが、災害

公営住宅に入れないと言われた。同じ町民であ

りながら災害公営住宅に入れないのはおかし

い。そんな制度は改善すべきだ。 

(３) 意向調査を最大限生かし、計画の見直しを求

めたい。特に地区ごとに災害公営住宅の整備を

図りコミュニケーションを確保すべきと思う。 

（質問の相手：町長） 

 

 ３階建ての野球場仮設住宅の活用について、町単

独の町営住宅や合宿所等に活用できないかなどと意

見が出されているが、将来計画の検討に入るべきで

はないかと考える。 

（質問の相手：町長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 野球場仮設住宅の今

後の活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


